
 
 

2010 年６月 28 日 

お取引先様各位 

トッキ株式会社 

代表取締役社長 津上 晃寿 

 

ご  挨  拶 

 

謹啓  時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 
 
 当社は、本日開催の臨時取締役会において、キヤノン株式会社（以下「キヤノン」とします）と、平成

22 年 10 月 1 日を期して株式交換による完全子会社となることを決議しましたのでお知らせいたします。 
 

  当社は、有機 EL ディスプレイ製造装置や薄膜太陽電池製造装置、並びに電子部品関連製造装置の開

発・設計・製造・販売を事業とし、特に有機 EL ディスプレイ製造装置に関しましては、国内外の多くの

研究機関様や企業様に試作実験および量産用装置を提供し、多大なるご支持をいただいております。 

 

一方、キヤノンは、2006 年度からの５ヵ年計画「グローバル優良企業グループ構想フェーズⅢ」において、オフィ

ス向け並びにコンシューマー向け製品における現行主力事業の圧倒的世界 No.1 の実現に取り組むと共に、産業

機器ビジネスの強化にも努めております。この中で、キヤノンは当社の中核事業を、今後の産業機器ビジネスの成

長に不可欠な分野であると考えております。 

 

近年、当社を取り巻く有機 EL や太陽電池の市場は急速に成長しており、お客様にご満足いただける魅力的な

高付加価値製品とサービスを、必要とされるタイミングで的確にご提供し、且つ当社事業の拡大を迅速に推進する

ためには、今まで以上に中長期的視点の基、事業戦略を機動的かつ迅速に実行し、経営スピードを更に加速させ

なくてはなりません。 

 

上記の背景を踏まえ、この度、当社がキヤノンの完全子会社になることにより、キヤノンの強力な経営資源と当社

の優位性を活かし、グループとしてのシナジー効果を一層高め、競争力の強化と効率化を推進するとともに、経営

基盤をより強固なものにし、更なるスピード経営を実現してまいる所存でございます。これにより、お客様、お取引

先様から今まで以上に信頼され、産業および社会の発展に貢献できますよう鋭意努力いたす決意でございます。 

 

皆様におかれましては、倍旧のご支援ご鞭撻を賜りますよう、何卒宜しくお願い申し上げます。 

まずは略儀ながら書面をもちましてご挨拶申し上げます。 

 

謹白 


